
編
集
後
記

◆
今
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

が
、
地
方
創
生
の
「
地
方
版
総
合
戦

略
」（
２
０
１
９
年
ま
で
の
５
年
間

分
）
を
、
こ
の
10
月
末
ま
で
に
策
定

す
る
と
し
て
そ
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
本
町
で
は
、
総
合
戦
略
の

素
案
を
９
月
14
日
に
公
表
し
、
４
地

区
で
の
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
、
ま
た
、
産
・

官
・
学
・
金
の
有
識
者
に
よ
る
審
議

会
や
議
会
か
ら
の
意
見
・
提
言
を
反

映
し
た
総
合
戦
略
の
成
案
が
間
も
な

く
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
地
方
創
生
の
本
格
的
な

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　「
地
方
創
生
」
は
、
取
り
つ
き
に

く
い
言
葉
で
す
が
、
内
容
は
、
町
の

人
口
減
少
を
出
来
る
だ
け
ゆ
る
や
か

に
す
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を

し
、
併
せ
て
、
人
口
が
減
少
し
て
も

成
り
立
つ
町
、
町
民
が
安
心
し
て
豊

か
な
気
持
ち
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
里
子

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
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広
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大
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長
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郎
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委
　
　
　
員
　
井
上
　
里
子

　
　
・
委
　
　
　
員
　
小
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委
　
　
　
員
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治
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𠮷
　
富
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次回は12月です

傍聴へ
どうぞ

昭和30年４ヵ町村が合併し九重町となり新庁舎の前で記念撮影する職員

初代 武石邦雄 町長
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ー
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ド
レ
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議
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の
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議
会
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よ
り
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９
月
定
例
会

●
平
成
27年

度
 第
３
回
定
例
会

●
常
任
委
員
会
報
告

●
平
成
26年

度
各
種
会
計
決
算
を
認
定

●
九
重
町
ま
ち
、ひ
と
、し
ご
と
総
合
戦
略

　
提
言
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出

●
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般
　
質
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 ５
名
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わ
た
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楳
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さ
ん

議会だよりについて
ご意見をお聞かせください。【議会事務局：76－3814】
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員
ソ
フト
準
優
勝（
玖
珠
郡
）

町図書館所蔵「今昔写真帳」より
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平成２7年 第3回定例会平成２7年 第3回定例会
本定例会は９月２日から25日までの24日間開催されました。
議案18件、報告２件、陳情２件、請願１件を慎重審議しました。

平成2７年度一般会計補正予算（第２号）平成2７年度一般会計補正予算（第２号）

補　正　額
補正後の額

497万2千円
83億1,130万7千円

減額

◆ 補正予算ピックアップ ◆

歳出 ○動植物生息調査事業委託（地方創生） 2,400千円

○繁殖雌牛基盤拡大事業補助金 4,900千円
○おおいた豊後牛品質向上対策事業補助金 2,200千円
○柔道世界選手権優勝記念イベント他 1,500千円
○旧飯田中体育館耐震設計委託 3,100千円
○ハザードマップ印刷製本費 3,100千円

過疎地域自立促進計画に次を加えました。
●南山田地区体育館耐震工事　
●飯田地区体育館耐震工事

本町議会より「ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意見書」
を、内閣総理大臣、法務大臣、外務大臣宛てに提出しました。
※ヘイトスピーチ（一部の国や民族、あるいは特定の外国人を排斥する差別扇動デモ）

歳入 繰越金（平成26年度決算剰余金の２分の１） 1億6,514万3千円

補助金 2億2,000万円

3

町過疎地域自立促進計画の一部を改正町過疎地域自立促進計画の一部を改正

〈追加の理由〉
　町の計画では、南山田地区体育館耐震工事は28年度に、
飯田地区体育館耐震工事は29年度に実施することになって
いましたが、県の社会資本整備総合交付金について、27年
度分の予算枠があるということで、２施設の耐震化工事を前
倒しして、27年度に実施するために、過疎地域自立促進計
画に追加されたものです。
　12月議会で、工事請負費の予算計上を行い、契約は繰越。

発 議 意見書の提出

公共建築物等地域材利用促進事業補助金の活用
　この事業は、市町村などが公共建築物等を建設するときに地域材を利用するこ
とに対して大分県が補助する制度です。
　公共建築物等を利用する多くの県民・町民に木と触れあい、木の良さを実感す
る機会を幅広く提供することを目的としています。さらに林業の振興や林業関係
者の育成という一面もあります。
　平成26年度に建設しました飯田こども園もこの補助事業を活用しました。現在、
建設中の総合こども園（仮称）に対する補助金は約２億 2,000 万円です。
　木のぬくもりや香りの漂う施設で就業前の教育や保育、各種子育て支援施策の
実施を望みます。

（観光誘致の一環として、町内動植物の生息調査を行います。）

（災害対策として、各行政区ごとの防災マップを作成、配布します。）

● 

議
会
の
目
的

　
活
発
な
議
論
は
大
事
だ
が
、

大
学
や
研
修
所
で
は
な
く
、
議

会
は
、
住
民
の
た
め
に
な
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
の
が
目
的

● 

議
会
の
活
動

　
議
員
の
価
値
は
平
等
、
誰
が

言
っ
た
意
見
か
？
で
は
無
く
、
発

言
の
内
容
に
よ
っ
て
判
断
せ
ね
ば

な
ら
な
い

● 

住
民
の
期
待
に
応
え
る

　
議
員
は
「
支
援
者
以
外
の
意

向
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
。

　
住
民
が
知
り
た
い
事
と
、
議
会

が
知
ら
せ
た
い
事
が
、
ず
れ
て
い

な
い
か
。

　
議
会
の
公
務
と
し
て
、
任
期
４

年
間
の
実
績
報
告
を
す
べ
き

● 

活
動
を
住
民
に
知
ら
せ
る

　「
議
会
だ
よ
り
」
と
「
町
報
」

と
の
違
い
は
何
な
の
か
。

　
終
っ
た
事
を
、
知
ら
せ
る
よ
り
、

予
告
編
の
ほ
う
が
、
お
も
し
ろ
い
。

　
記
述
し
た
と
お
り
、
基
本
的

な
内
容
を
、
内
閣
府
の
世
論
調

査
な
ど
を
、
引
用
し
な
が
ら
、

議
員
と
し
て
、
議
会
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
、
住
民
満
足
度
を
高
め

る
た
め
の
研
修
で
し
た
。

　
当
り
前
の
こ
と
、
し
か
し
、

時
々
、
研
修
に
参
加
し
、
当
り

前
の
こ
と
が
、
で
き
て
い
る
の
か
、

再
度
、
気
を
引
き
し
め
る
大
切

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県内の自治体で市を除く、町と村である議会で構成
されています。
平成の大合併前は47町村ありましたが、現在では、
わずか４町村となりました。
◎日出町　 ◎玖珠町　 ◎姫島村　 ◎九重町

県、町村議会議長会とは？

県
、
町
村
議
長
会

議 

員 

研 
修 
報 
告
日出町

旧南山田中学校体育館

旧飯田中学校体育館
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※ヘイトスピーチ（一部の国や民族、あるいは特定の外国人を排斥する差別扇動デモ）

歳入 繰越金（平成26年度決算剰余金の２分の１） 1億6,514万3千円

補助金 2億2,000万円

3

町過疎地域自立促進計画の一部を改正町過疎地域自立促進計画の一部を改正

〈追加の理由〉
　町の計画では、南山田地区体育館耐震工事は28年度に、
飯田地区体育館耐震工事は29年度に実施することになって
いましたが、県の社会資本整備総合交付金について、27年
度分の予算枠があるということで、２施設の耐震化工事を前
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な
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や
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、
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て
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議
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し
て
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き
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度
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る
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め
の
研
修
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り
前
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こ
と
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、
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修
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加
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き
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の
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度
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し
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し
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されています。
平成の大合併前は47町村ありましたが、現在では、
わずか４町村となりました。
◎日出町　 ◎玖珠町　 ◎姫島村　 ◎九重町

県、町村議会議長会とは？
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村
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長
会

議 
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研 

修 
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始

に
伴
い
、27
年
10
月
５
日
以
降
、

各
自
に
郵
送
さ
れ
る
、カ
ー
ド
申

請
に
必
要
な「
通
知
カ
ー
ド
」。

　
28
年
１
月
か
ら
、
通
知
カ
ー

ド
と
申
請
書
に
よ
っ
て
、
発
行

さ
れ
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

を
、
紛
失
や
、
汚
損
に
よ
り
、

再
交
付
す
る
際
の
、
手
数
料
を

条
例
に
加
え
る
も
の
で
す
。

　
手
数
料
の
金
額
に
つ
い
て
は

○
通
知
カ
ー
ド 

五
百
円

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
　  

八
百
円

で
す
。

　
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
再

発
行
に
係
る
経
費
の
原
価
で
あ

る
事
も
、
委
員
会
と
し
て
確
認

し
た
も
の
で
あ
り
、
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
必
要
で

あ
る
と
認
め
、
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

学
園
構
想
と
は

　
国
は
一
定
規
模
以
下
の
学
校

の
統
廃
合
を
「
速
や
か
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
明
記
。

　
一
方
で
一
定
の
条
件
に
よ
り

小
規
模
校
を
残
す
選
択
も
「
尊

重
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し

ま
し
た
。

　
九
重
町
と
し
て
は
、
現
在
の

小
規
模
校
を
維
持
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
、
学
校
間
の
合
同
授

業
や
行
事
に
取
り
組
め
な
い
か
、

又
、
個
々
の
子
ど
も
に
、
ど
ん

な
15
才
の
春
を
迎
え
さ
せ
た
い

の
か
、
各
学
校
で
共
通
目
標
を

持
て
な
い
の
か
等
々
、
現
状
の

学
校
配
置
し
な
が
ら
、
町
内
全

校
を
、
一
つ
の
チ
ー
ム
に
す
る

様
な
イ
メ
ー
ジ
（
筆
者
の
）
が

学
園
構
想
。

　
委
員
か
ら
は
、
統
廃
合
の
布

石
を
懸
念
す
る
声
、
必
要
性
を

疑
問
視
す
る
声
も
あ
り
、
内
部

検
討
を
深
め
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

お
助
け
リ
ー
ダ
ー

　
補
正
予
算
に
お
い
て
「
お
助

け
リ
ー
ダ
ー
」
の
養
成
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
高
齢
者
等

を
地
域
で
見
守
る
、
そ
し
て
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た

す
人
を
、
各
行
政
区
に
養
成
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　
見
守
り
等
を
区
長
や
民
生
委

員
等
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
な

く
、
細
や
か
な
配
慮
の
面
か

ら
、
女
性
を
中
心
に
、
必
要
に

応
じ
、
複
数
人
で
、
積
極
的

な
、
協
力
を
預
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
や
す

い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
貴
方
の

地
区
で
も
、
検
討
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

健
康
寿
命

　
町
で
は
、
様
々
な
病
気
を
防

ぐ
こ
と
と
、
介
護
予
防
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
計
画
を
策
定
し
、
町
民

の
健
康
を
守
り
、
元
気
で
長
寿

を
楽
し
め
る
た
め
の
施
策

で
す
。

　
今
年
度
の
新
た
な
取
組

み
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
区

を
設
け
、
週
一
回
体
操
を

続
け
、
筋
力
、
体
力
を
向

上
さ
せ
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
モ
デ
ル
地
区
の

デ
ー
タ
ー
を
参
考
に
、
地

区
を
拡
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

観
光
協
会
と
意
見
交
換

　
８
月
27
日
、
町
観
光
協
会
の

役
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
課
題
で
あ
る
、
宿
泊
者
の

増
加
を
目
指
し
、
大
吊
橋
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
来
町
者
の
対
応

策
や
、
吊
橋
の
来
場
者
を
、
町

内
へ
誘
客
す
る
手
法
を
探
る
必

要
も
あ
り
そ
う
で
す
。
協
会
と

力
を
合
わ
せ
る
と
共
に
、
協
会

の
一
層
の
努
力
も
、
お
願
い
し

ま
し
た
。

教
育
民
生
観
光
常
任
委
員
会

審 

査 

報 

告

議案

１件

地域の方 と々ふれあう運動会（淮園小学校）

ひとり暮らし「朗人」の会（東飯田地区）
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

道
路
認
定
に
つ
い
て

　
町
道
大
下
松
山
線
か
ら
分
岐

し
た
延
長
25ｍ
の
区
間
を
第
２
回

定
例
会
で
認
定
を
求
め
る
陳
情
を

採
択
し
た
も
の
で
あ
り
可
決
し
ま

し
た
。
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‥
‥
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

九
重
町
小
規
模
給
水
施
設
普
及

支
援
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
町
内
の
飲
料
水
の
水
質
不
良
な

ど
の
水
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
、
県
事
業
の
小
規
模
給
水
施

設
普
及
支
援
事
業
を
活
用
し
、

町
が
事
業
を
行
う
制
度
を
取
り

入
れ
る
も
の
で
、
事
業
に
か
か
る

分
担
金
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事

項
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
可
決

し
ま
し
た
。
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九
重
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
施

行
に
伴
い
、
個
人
番
号
を
含
む

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
規
定
を
設
け
、
併
せ
て
、
九

重
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
規

定
す
る
個
人
情
報
の
範
囲
を
広

げ
、
特
定
個
人
情
報
を
保
護
す

る
も
の
で
あ
り
、
国
の
行
政
機

関
が
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
措
置
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地

方
公
共
団
体
が
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
た
め
に
、
町
が
保
有
す

る
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け

る
も
の
で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。
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‥
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ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
法

整
備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て

　
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
等
を

標
的
と
し
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
差

別
扇
動
デ
モ
）
が
国
内
で
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
人
種
差
別
と
し

て
国
際
社
会
に
お
い
て
も
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
も
部
落
差
別

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
撤
廃
を
求
め
て
運
動
を
進
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の
生
命

と
安
全
を
脅
か
す
行
動
が
一
日

も
早
く
根
絶
さ
れ
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
り
、
国
の
関
係
機
関
に

速
や
か
な
解
決
を
求
め
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

飯
田
養
豚
場
建
設
反
対
を
求
め

る
陳
情
に
つ
い
て

　
養
豚
場
建
設
に
伴
い
、
水
田
ヘ

の
水
不
足
、
河
川
の
水
質
悪
化
、

悪
臭
、
風
評
被
害
等
に
よ
り
農

業
や
観
光
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
こ
と
へ
の
反
対
陳
情
で
あ

り
、
趣
旨
は
理
解
で
き
る
も
の

の
、
町
と
し
て
も
農
業
へ
の
企
業

参
入
も
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

十
分
な
調
査
議
論
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
よ
っ
て
申
請
者
か
ら
計

画
説
明
を
う
け
関
係
機
関
と
も

協
議
を
行
い
慎
重
に
審
議
す
る
た

め
に
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
請
願
は

こ
う
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
陳
情
は

こ
う
な
り
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

可
決
さ
れ
た
議
案

お
知
ら
せ

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

審 
査 

報 

告
議案

３件

請願

１件

陳情

１件集落の飲料水施設

マイナンバー通知カード

なるほど“ザ”人権講座
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育
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手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始

に
伴
い
、27
年
10
月
５
日
以
降
、

各
自
に
郵
送
さ
れ
る
、カ
ー
ド
申

請
に
必
要
な「
通
知
カ
ー
ド
」。

　
28
年
１
月
か
ら
、
通
知
カ
ー

ド
と
申
請
書
に
よ
っ
て
、
発
行

さ
れ
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

を
、
紛
失
や
、
汚
損
に
よ
り
、

再
交
付
す
る
際
の
、
手
数
料
を

条
例
に
加
え
る
も
の
で
す
。

　
手
数
料
の
金
額
に
つ
い
て
は

○
通
知
カ
ー
ド 

五
百
円

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
　  

八
百
円

で
す
。

　
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
再

発
行
に
係
る
経
費
の
原
価
で
あ

る
事
も
、
委
員
会
と
し
て
確
認

し
た
も
の
で
あ
り
、
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
必
要
で

あ
る
と
認
め
、
可
決
し
ま
し
た
。
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学
園
構
想
と
は

　
国
は
一
定
規
模
以
下
の
学
校

の
統
廃
合
を
「
速
や
か
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
明
記
。

　
一
方
で
一
定
の
条
件
に
よ
り

小
規
模
校
を
残
す
選
択
も
「
尊

重
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し

ま
し
た
。

　
九
重
町
と
し
て
は
、
現
在
の

小
規
模
校
を
維
持
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
、
学
校
間
の
合
同
授

業
や
行
事
に
取
り
組
め
な
い
か
、

又
、
個
々
の
子
ど
も
に
、
ど
ん

な
15
才
の
春
を
迎
え
さ
せ
た
い

の
か
、
各
学
校
で
共
通
目
標
を

持
て
な
い
の
か
等
々
、
現
状
の

学
校
配
置
し
な
が
ら
、
町
内
全

校
を
、
一
つ
の
チ
ー
ム
に
す
る

様
な
イ
メ
ー
ジ
（
筆
者
の
）
が

学
園
構
想
。

　
委
員
か
ら
は
、
統
廃
合
の
布

石
を
懸
念
す
る
声
、
必
要
性
を

疑
問
視
す
る
声
も
あ
り
、
内
部

検
討
を
深
め
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。
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お
助
け
リ
ー
ダ
ー

　
補
正
予
算
に
お
い
て
「
お
助

け
リ
ー
ダ
ー
」
の
養
成
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
こ
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は
、
地
域
の
高
齢
者
等

を
地
域
で
見
守
る
、
そ
し
て
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た

す
人
を
、
各
行
政
区
に
養
成
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　
見
守
り
等
を
区
長
や
民
生
委

員
等
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
な

く
、
細
や
か
な
配
慮
の
面
か

ら
、
女
性
を
中
心
に
、
必
要
に

応
じ
、
複
数
人
で
、
積
極
的

な
、
協
力
を
預
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
や
す

い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
貴
方
の

地
区
で
も
、
検
討
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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健
康
寿
命

　
町
で
は
、
様
々
な
病
気
を
防

ぐ
こ
と
と
、
介
護
予
防
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
計
画
を
策
定
し
、
町
民

の
健
康
を
守
り
、
元
気
で
長
寿

を
楽
し
め
る
た
め
の
施
策

で
す
。

　
今
年
度
の
新
た
な
取
組

み
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
区

を
設
け
、
週
一
回
体
操
を

続
け
、
筋
力
、
体
力
を
向

上
さ
せ
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
モ
デ
ル
地
区
の

デ
ー
タ
ー
を
参
考
に
、
地

区
を
拡
げ
て
い
く
考
え
で
す
。
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観
光
協
会
と
意
見
交
換

　
８
月
27
日
、
町
観
光
協
会
の

役
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
課
題
で
あ
る
、
宿
泊
者
の

増
加
を
目
指
し
、
大
吊
橋
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
来
町
者
の
対
応

策
や
、
吊
橋
の
来
場
者
を
、
町

内
へ
誘
客
す
る
手
法
を
探
る
必

要
も
あ
り
そ
う
で
す
。
協
会
と

力
を
合
わ
せ
る
と
共
に
、
協
会

の
一
層
の
努
力
も
、
お
願
い
し

ま
し
た
。

教
育
民
生
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任
委
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地域の方 と々ふれあう運動会（淮園小学校）

ひとり暮らし「朗人」の会（東飯田地区）
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道
路
認
定
に
つ
い
て

　
町
道
大
下
松
山
線
か
ら
分
岐

し
た
延
長
25ｍ
の
区
間
を
第
２
回

定
例
会
で
認
定
を
求
め
る
陳
情
を

採
択
し
た
も
の
で
あ
り
可
決
し
ま

し
た
。
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九
重
町
小
規
模
給
水
施
設
普
及

支
援
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
町
内
の
飲
料
水
の
水
質
不
良
な

ど
の
水
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
、
県
事
業
の
小
規
模
給
水
施

設
普
及
支
援
事
業
を
活
用
し
、

町
が
事
業
を
行
う
制
度
を
取
り

入
れ
る
も
の
で
、
事
業
に
か
か
る

分
担
金
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事

項
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
可
決

し
ま
し
た
。
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九
重
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
施

行
に
伴
い
、
個
人
番
号
を
含
む

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
規
定
を
設
け
、
併
せ
て
、
九

重
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
規

定
す
る
個
人
情
報
の
範
囲
を
広

げ
、
特
定
個
人
情
報
を
保
護
す

る
も
の
で
あ
り
、
国
の
行
政
機

関
が
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
措
置
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地

方
公
共
団
体
が
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
た
め
に
、
町
が
保
有
す

る
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け

る
も
の
で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。
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ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
法

整
備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て

　
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
等
を

標
的
と
し
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
差

別
扇
動
デ
モ
）
が
国
内
で
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
人
種
差
別
と
し

て
国
際
社
会
に
お
い
て
も
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
も
部
落
差
別

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
撤
廃
を
求
め
て
運
動
を
進
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の
生
命

と
安
全
を
脅
か
す
行
動
が
一
日

も
早
く
根
絶
さ
れ
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
り
、
国
の
関
係
機
関
に

速
や
か
な
解
決
を
求
め
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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飯
田
養
豚
場
建
設
反
対
を
求
め

る
陳
情
に
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河
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水
質
悪
化
、

悪
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り
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ダ
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ー
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こ
と
へ
の
反
対
陳
情
で
あ

り
、
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旨
は
理
解
で
き
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も
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の
、
町
と
し
て
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農
業
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の
企
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参
入
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分
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重
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審
議
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た

め
に
継
続
審
査
と
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し
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　第３回定例会において、議長、議選監査委員を除く議員11名による決算審査特別委
員会を設置し、４日間にわたり審査しました。
　審査に当たっては、議決した趣旨と目的に従い適正にまた効果的に執行されている
かを中心に審査しました。
　本会議において委員長が審査結果の報告を行い、各種会計決算を認定しました。

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

水 道 特 別 会 計

飯田高原診療所特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

7,761,155

1,609,689

111,947

69,225

1,446,363

26,412

127,989

7,366,694

1,601,585

105,834

67,308

1,397,144

24,318

127,901

394,461

8,104

6,113

1,917

49,219

2,094

88

会計名称 歳入総額 歳出総額 差　引　額

平成26年度　各会計別決算額の状況平成26年度　各会計別決算額の状況

特別委員会を設置

ワン
ポイント

決算における
収入未済とは
決算における
不用額とは

税金や給食費などの滞納金が
ほとんどを占めます。
予算と実際事業した経費の差額。
入札や節約、工夫により残った額を言います。

決算認定にあたっての付帯意見

 収入未済について
　一般会計では、町税、使用料、負担金、諸収入等の収入未済額が１億７,９５７万１千円で、
平成25年度分より６,７４６万９千円増加していますが、平成26年度分から一般会計に繰り入れた
同和住宅資金貸付事業特別会計の分を差し引きますと、５６２万１千円の減少となっており、収
入率も９２.３３％と改善されています。
　特別会計では、全体の収入率は９７.８２％と平成25年度分よりも改善されています。これらのこ
とについては、担当課、職員が大変な努力をされている成果であることが認められます。今後も
納税者等の不公平が生じないよう、また町の収入確保のために引き続き滞納整理対策の強化に
努めるように要望しました。

 不用額について
　不用額の多くは、予算の目的を達成しながら節約や工夫によって生じたものや、災害等に備え
てのものがほとんどですが、中には予算そのものの見積りが過大であるものもあります。
　予算編成にあたっては、必要な予算を厳選して計上し、計上した予算は特別な理由がない限
り計画的に着実に執行することを要望します。
　まだ、年度途中で不用額になることが決まった場合は、できるだけ早期に減額補正を行い他の
目的に有効利用することを望みます。

 補助事業について
　補助金交付制度や補助事業については、広報紙で周知・公開していると思いますが、その
内容については知らない町民も多いように感じています。広報紙だけでなく、ケーブルテレビや
ホームページ等を活用し、周知を徹底していただきたいと思います。

 財政運営と今後の課題について
・年々増加している国民健康保険の医療費や介護保険の給付費を抑えることが必要であ
り、生活習慣病等の病気にかからないための指導や要介護者をつくらない介護予防の
取り組みを強化していくことが大事であると考えます。

・スクールバス、コミュニティバス、路線バス、これらの地域交通をバラバラではな
く、早急に一本化した地域交通体系を構築することにより、町内雇用の確保、財政負
担の軽減、住民の利便性の向上につながる取り組みを早急に行うことが必要であると
考えます。

・わが町の基幹産業である農業や観光の、今後５年・10年先を見据えた長期的な政策の
取り組みが望まれます。

一般会計収入未済総額（滞納金）

普通会計に属する基金残高と
地方債残高の推移

町 税

分担金･負担金

使用料･手数料

財 産 収 入

諸 収 入

合　　計

8,869万8千円

165万6千円

1,325万2千円

459万7千円

389万7千円

1億1,210万2千円

9,000万4千円

152万5千円

1,814万4千円

473万8千円

6,516万2千円

1億7,957万1千円

130万6千円

△ 13万1千円

516万2千円

△ 14万1千円

6,126万5千円

6,746万9千円

税　目 25年度末 26年度末 増 減

平成26年度末
 基　金（貯金）残高  68億3千万円
 地方債（借金）残高  63億5千万円
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H21
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地方債残高（億円）
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地方債残高（億円）

H22
55.5
56.4

H23
61.0
60.1

H24
63.5
64.0

H25
67.3
62.1

H26
68.3
63.5

MEMO

収入未済額が大幅に増額になっている理由収入未済額が大幅に増額になっている理由
平成26年度分から一般会計に繰り入れた同和
住宅貸付事業特別会計の分が、これに多額含
まれているため。

各
種
会
計
決
算
を
認
定

平
成
26
年
度
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今
回
の
総
合
戦
略
に
お
い
て
、

議
会
が
提
言
ま
で
踏
み
込
ん
だ
要

因
は
、「
九
重
町
の
総
人
口
が
来

年
に
は
一
万
人
を
割
り
込
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
」、「
若
者
の

定
住
が
進
ま
な
け
れ
ば
地
域
を

支
え
る
こ
と
が
厳
し
く
な
る
と
判

断
し
た
こ
と
」
に
よ
り
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
って
は
、「
住
民
、

産
、
官
、
金
、
労
、
言
」
の
参
画

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
生

活
の
安
定
と
、
福
祉
向
上
を
目

指
し
、
人
口
減
少
の
克
服
や
地
方

創
生
に
向
け
た
、
活
力
あ
る
協

働
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
議
会
も
積
極
的
に
関
与

す
べ
き
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
４
本
の
柱
を
中
心
に
、
企
業
誘

致
、
大
学
や
団
体
と
の
連
携
、

空
き
家
・
宅
地
・
農
地
の
斡

旋
、
観
光
施
設
の
増
客
、
婚
活

支
援
、
住
宅
の
確
保
、
交
通
弱

者
対
策
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

提
言
し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
は
、
住
民
と
の
協

働
が
重
要
な
こ
と
か
ら
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
と
、
総
合
的
な
サ
イ

ク
ル
を
好
循
環
す
る
た
め
に
は
、

ス
タ
ー
ト
が
大
切
と
考
え
、「
住

民
と
共
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

総
合
戦
略
を
議
会
で
ま
と
め
、

九
月
八
日
に
、
町
長
に
提
言
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

将
来
的
な
財
政
計
画
を

見
据
え
て

　
今
回
の
「
地
方
創
生
」
を
実

行
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
財
源
で
あ
り
、
今
後
の
総
合

戦
略
の
計
画
は
、
５
年
が
一
つ
の

目
途
と
な
り
ま
す
。
財
源
が
な
く

な
って
か
ら
や
め
る
と
言
う
わ
け
に

は
い
か
な
く
な
り
、
将
来
に
渡
って

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
う
え
で
、
財
源
の
確
保

等
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
に
て

慎
重
審
議
の
結
果
を
議
長
に
提
言

を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

提
言
書
提
出
ま
で

地
方
創
生
特
別
委
員
会
を

８
回
開
く

●
第
１
回
・
６
月
29
日
、
「
地

方
創
生
総
合
戦
略
」
策
定
に

向
け
て

●
第
２
回
・
７
月
９
日
、
地
方
創

生
の
事
業
提
案
に
つい
て

●
第
３
回
・
７
月
17
日
、
第
４

回
・
７
月
22
日
、
地
方
創
生

議
員
提
言
に
つい
て

●
第
５
回
・
７
月
28
日
、
第
６

回
・
８
月
17
日
、
地
方
創
生

議
員
提
言
の
取
り
纏
め

●
第
７
回
・
８
月
20
日
、
総
合

戦
略
に
向
け
て
、
特
別
委
員

会
と
し
て
の
提
言

●
第
８
回
・
８
月
26
日
、
総
合

戦
略
に
向
け
て
、
特
別
委
員

会
と
し
て
の
提
言
書
作
成

●
９
月
８
日
、
町
長
に
提
言
書
を

提
出

第一区に出品する森俊幸さんのふじふく

議員も参加！地方創生・地区説明会

提言書を町長に提出ナイスバッティング

九重町

まち、ひと、しごと総合戦略
議会がまとめた提言書を提出

お待ちしてます
お出かけ議会

各
会
場
・
午
後
７
時
開
催

議
員
が
２
班
に
分
か
れ

皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

11
月
21
日
（
土
曜
日
）

　
　
東
飯
田
公
民
館

　
　
飯
田
交
流
セ
ン
タ
ー

11
月
22
日
（
日
曜
日
）

　
　
南
山
田
公
民
館

　
　
野
上
公
民
館

祝 準優勝

三回戦：野口原ソフトボール場（9月12日14：30～）

県体・議員ソフト（玖珠郡チーム）
スコア表

チーム名
玖珠郡
大分市

1
0
0

2
2
0

3
0
1

4
0
2

５
2
0

計
4
3

準決勝戦：野口原ソフトボール場（9月13日9：00～）
チーム名
玖珠郡
中津市

1
6
0

2
3
2

3
1
0

4
0
0

５
7
1

計
17
3

決勝戦：野口原ソフトボール場（9月13日13：10～）
チーム名
玖珠郡
県議会

1
0
4

2
2
0

3
0
2

4
0
0

５
0
×

計
２
６

一回戦：野口原ソフトボール場（9月12日10：30～）
チーム名
臼杵市
玖珠郡

1
1
10

2
0
2

3
0
0

4
6
×

５
－
－

計
７
15

二回戦：野口原ソフトボール場（9月12日13：10～）
チーム名
玖珠郡
速見郡

1
０
０

2
0
０

3
１
２

4
２
０

５
１
１

計
４
３

【
総
合
戦
略
４
本
の
柱
と
は
】

　❶ 

九
重
町
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
施
策

　❷ 

九
重
町
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
施
策

　❸ 

若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
施
策

　❹ 

時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

　
　 地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
施
策

議

の
取
り
組
み

会

第
14
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
「
北
海
道
大
会
」

に
九
重
町
か
ら
２
頭
出
品

　
大
分
県
最
終
選
抜
審
査
が
９

月
26
日
に
玖
珠
家
畜
市
場
で
行

わ
れ
、
県
内
か
ら
５
頭
が
全
国

大
会
に
出
場
、
内
２
頭
が
九
重

町
の
岡
嶋
建
一
郎
さ
ん
飼
育
の

ヒ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド 

ス
パ
ー
ク 

マ
ッ
ト 

マ
リ
ー
（
後
代
検
定
娘

牛
）
と
ヒ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド 

テ
ィ

ン
バ
ー 

ア
ジ
ノ
S
D
ジ
ェ
シ
ー

（
経
産
牛
）
が
大
分
県
代
表
と

し
て
10
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で

北
海
道
安
平
町
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
品
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈

り
し
ま
す
。

玖
珠
町
と
合
同
チ
ー
ム
で
参
戦

　
毎
年
、
開
催
さ
れ
る
、
大
分
県
民
・
体
育
大
会

に
、
我
々
議
会
も
、
毎
回
玖
珠
町
と
合
同
で
、
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
県
体
女
子
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
も
行

い
、
当
日
に
備
え
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
は
、
昨
年
、
一
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
と
激

戦
、
共
に
１
点
差
を
競
う
試
合
で
見
事
に
４
強
入
り
を

達
成
。

　
２
日
目
も
大
善
戦
し
た
も
の
の
、
若
さ
と
パ
ワ
ー
の
県

議
会
に
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
24
年
の
第
３
位
を
上

回
る
、
見
事
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

経産牛の部に出品する岡嶋建一郎さん

大
分
県
畜
産
品
評
会（
和
牛
）

に
九
重
町
か
ら
８
頭
が
出
品

 

10
月
23
日
に
大
分
県
畜
産
品
評

会
が
別
府
市
で
開
催
さ
れ
町
内
か

ら
次
の
８
頭
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
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２
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８
８
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２
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り
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郷
　
時
松
賢
一
郎

第
３
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ふ
く
さ
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ら

　
飯
田
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甲
斐
源
平

第
３
区
　
わ
か
ふ
く
４

　
南
山
田
横
尾
　
日
隈
昌
弘

第
４
区
　
は
や
み
ず
２

　
飯
田
須
久
保
　
宮
崎
洋
市

第
５
区
　
さ
だ
す
え
２
２
２

　
南
山
田
後
河
内
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藤
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由

第
５
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６

　
飯
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郷
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今
回
の
総
合
戦
略
に
お
い
て
、

議
会
が
提
言
ま
で
踏
み
込
ん
だ
要

因
は
、「
九
重
町
の
総
人
口
が
来

年
に
は
一
万
人
を
割
り
込
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
」、「
若
者
の

定
住
が
進
ま
な
け
れ
ば
地
域
を

支
え
る
こ
と
が
厳
し
く
な
る
と
判

断
し
た
こ
と
」
に
よ
り
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
って
は
、「
住
民
、

産
、
官
、
金
、
労
、
言
」
の
参
画

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
生

活
の
安
定
と
、
福
祉
向
上
を
目

指
し
、
人
口
減
少
の
克
服
や
地
方

創
生
に
向
け
た
、
活
力
あ
る
協

働
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
議
会
も
積
極
的
に
関
与

す
べ
き
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
４
本
の
柱
を
中
心
に
、
企
業
誘

致
、
大
学
や
団
体
と
の
連
携
、

空
き
家
・
宅
地
・
農
地
の
斡

旋
、
観
光
施
設
の
増
客
、
婚
活

支
援
、
住
宅
の
確
保
、
交
通
弱

者
対
策
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

提
言
し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
は
、
住
民
と
の
協

働
が
重
要
な
こ
と
か
ら
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
と
、
総
合
的
な
サ
イ

ク
ル
を
好
循
環
す
る
た
め
に
は
、

ス
タ
ー
ト
が
大
切
と
考
え
、「
住

民
と
共
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

総
合
戦
略
を
議
会
で
ま
と
め
、

九
月
八
日
に
、
町
長
に
提
言
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

将
来
的
な
財
政
計
画
を

見
据
え
て

　
今
回
の
「
地
方
創
生
」
を
実

行
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
財
源
で
あ
り
、
今
後
の
総
合

戦
略
の
計
画
は
、
５
年
が
一
つ
の

目
途
と
な
り
ま
す
。
財
源
が
な
く

な
って
か
ら
や
め
る
と
言
う
わ
け
に

は
い
か
な
く
な
り
、
将
来
に
渡
って

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
う
え
で
、
財
源
の
確
保

等
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
に
て

慎
重
審
議
の
結
果
を
議
長
に
提
言

を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

提
言
書
提
出
ま
で

地
方
創
生
特
別
委
員
会
を

８
回
開
く

●
第
１
回
・
６
月
29
日
、
「
地

方
創
生
総
合
戦
略
」
策
定
に

向
け
て

●
第
２
回
・
７
月
９
日
、
地
方
創

生
の
事
業
提
案
に
つい
て

●
第
３
回
・
７
月
17
日
、
第
４

回
・
７
月
22
日
、
地
方
創
生

議
員
提
言
に
つい
て

●
第
５
回
・
７
月
28
日
、
第
６

回
・
８
月
17
日
、
地
方
創
生

議
員
提
言
の
取
り
纏
め

●
第
７
回
・
８
月
20
日
、
総
合

戦
略
に
向
け
て
、
特
別
委
員

会
と
し
て
の
提
言

●
第
８
回
・
８
月
26
日
、
総
合

戦
略
に
向
け
て
、
特
別
委
員

会
と
し
て
の
提
言
書
作
成

●
９
月
８
日
、
町
長
に
提
言
書
を

提
出

第一区に出品する森俊幸さんのふじふく

議員も参加！地方創生・地区説明会

提言書を町長に提出ナイスバッティング

九重町

まち、ひと、しごと総合戦略
議会がまとめた提言書を提出

お待ちしてます
お出かけ議会

各
会
場
・
午
後
７
時
開
催

議
員
が
２
班
に
分
か
れ

皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

11
月
21
日
（
土
曜
日
）

　
　
東
飯
田
公
民
館

　
　
飯
田
交
流
セ
ン
タ
ー

11
月
22
日
（
日
曜
日
）

　
　
南
山
田
公
民
館

　
　
野
上
公
民
館

祝 準優勝

三回戦：野口原ソフトボール場（9月12日14：30～）

県体・議員ソフト（玖珠郡チーム）
スコア表

チーム名
玖珠郡
大分市

1
0
0

2
2
0

3
0
1

4
0
2

５
2
0

計
4
3

準決勝戦：野口原ソフトボール場（9月13日9：00～）
チーム名
玖珠郡
中津市

1
6
0

2
3
2

3
1
0

4
0
0

５
7
1

計
17
3

決勝戦：野口原ソフトボール場（9月13日13：10～）
チーム名
玖珠郡
県議会

1
0
4

2
2
0

3
0
2

4
0
0

５
0
×

計
２
６

一回戦：野口原ソフトボール場（9月12日10：30～）
チーム名
臼杵市
玖珠郡

1
1
10

2
0
2

3
0
0

4
6
×

５
－
－

計
７
15

二回戦：野口原ソフトボール場（9月12日13：10～）
チーム名
玖珠郡
速見郡

1
０
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2
0
０

3
１
２

4
２
０

５
１
１

計
４
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重
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に
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る
安
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し
た
雇
用
を
創
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す
る
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策

　❷ 

九
重
町
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
施
策

　❸ 

若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
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策

　❹ 

時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

　
　 地
域
と
地
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を
連
携
す
る
施
策

議

の
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組
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会
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14
回
全
日
本
ホ
ル
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タ
イ

ン
共
進
会
「
北
海
道
大
会
」

に
九
重
町
か
ら
２
頭
出
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大
分
県
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終
選
抜
審
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が
９

月
26
日
に
玖
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家
畜
市
場
で
行

わ
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、
県
内
か
ら
５
頭
が
全
国

大
会
に
出
場
、
内
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が
九
重

町
の
岡
嶋
建
一
郎
さ
ん
飼
育
の

ヒ
ル
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ド 
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ー
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マ
ッ
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マ
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ー
（
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代
検
定
娘

牛
）
と
ヒ
ル
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イ
ラ
ン
ド 

テ
ィ

ン
バ
ー 
ア
ジ
ノ
S
D
ジ
ェ
シ
ー

（
経
産
牛
）
が
大
分
県
代
表
と

し
て
10
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で

北
海
道
安
平
町
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
品
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈

り
し
ま
す
。

玖
珠
町
と
合
同
チ
ー
ム
で
参
戦

　
毎
年
、
開
催
さ
れ
る
、
大
分
県
民
・
体
育
大
会

に
、
我
々
議
会
も
、
毎
回
玖
珠
町
と
合
同
で
、
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
県
体
女
子
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
も
行

い
、
当
日
に
備
え
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
は
、
昨
年
、
一
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
と
激

戦
、
共
に
１
点
差
を
競
う
試
合
で
見
事
に
４
強
入
り
を

達
成
。

　
２
日
目
も
大
善
戦
し
た
も
の
の
、
若
さ
と
パ
ワ
ー
の
県

議
会
に
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
24
年
の
第
３
位
を
上

回
る
、
見
事
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

経産牛の部に出品する岡嶋建一郎さん

大
分
県
畜
産
品
評
会（
和
牛
）

に
九
重
町
か
ら
８
頭
が
出
品
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日
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催
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４
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２
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５
区
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２
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５
区
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６
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奥
郷
　
時
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と
し
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８９



　
　
　
町
内
の
危
険
個
所
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
か
。

　
　
　
毎
年
４
月
に
消
防
団
を
通

じ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
確
認
し
た
箇

所
は
、
土
砂
崩
が
10
箇
所
、
水
害

関
係
が
３
箇
所
、
戸
数
に
つい
て
は

25
で
あ
る
。

　
　
　
災
害
時
の
避
難
場
所
は

適
当
で
安
全
か
。

　
　
　
避
難
場
所
は
24
ヵ
所
あ
り

す
べ
て
が
公
共
施
設
で
、
学
校
に

つい
て
は
耐
震
化
が
済
ん
で
い
る
。

各
地
区
の
公
民
館
は
老
朽
化
が

進
ん
で
、
１
０
０
％
安
全
と
は
言

い
切
れ
な
い
。

佐
藤
　
避
難
場
所
に
安
全
、
安

心
の
た
め
に
、
太
陽
光
発
電
と
蓄

電
器
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
ど
こ
の
町
村
を
み
て
も
、

発
電
機
を
持
っ
て
準
備
を
し
て
い

る
、
今
の
と
こ
ろ
発
電
機
が
一
番

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
各
地
区
グ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ

タ
ー
施
設
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に

は
暗
い
、
明
る
く
出
来
な
い
か
。

　
　
　
平
成
17
年
に
半
分
に
減

灯
し
た
野
球
や
ソ
フ
ト
は
活
き
い

き
ラ
ン
ド
の
野
球
場
を
利
用
し
て

ほ
し
い
、
野
球
場
の
使
用
料
を
半

額
と
し
て
い
る
。

　
　
　
テ
ニ
ス
場
の
進
入
路
が
わ

か
り
に
く
く
通
行
し
に
く
い
。

　
　
　
緑
陽
中
学
校
が
出
来
た

た
め
下
か
ら
行
く
道
は
途
絶
え
て

い
る
。
現
在
看
板
を
設
置
し
た
り

切
り
返
さ
ず
、
廻
れ
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
多
目
的
施
設
の
申
請
が

中
学
校
の
管
理
と
な
って
い
る
の
で

使
用
し
づ
ら
い
。
管
理
方
法
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
緑
陽
中
学
校
が
で
き
学

校
施
設
と
併
用
と
い
う
こ

と
で
学
校
の
授
業
と
部
活

動
を
優
先
せ
ざ
る
を
え

な
い
、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

が
授
業
や
部
活
動
で
、

使
用
出
来
な
い
と
き
は
各

地
区
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
す

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
今
年
の
12
月
静

岡
県
に
長
さ
で
は
日
本
一

の
吊
橋
が
出
来
る
が
現
状

の
ま
ま
で
観
光
客
の
確
保

は
出
来
る
の
か
、
今
後
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
長
さ
は
日
本
一
で
な
く
な

る
が
、
高
さ
や
景
観
は
日
本
一

だ
。
何
と
か
５
、
60
万
人
を
維

持
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　
数
年
前
に
滝
壺
開
発
と
い

う
話
が
あ
っ
た
と
き
く
が
現
在
は

ど
う
な
って
い
る
か
。

　
　
　
平
成
22
年
に
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
調
査
を
さ
せ
た
ら
５
つ
の

案
が
だ
さ
れ
た
、
や
る
と
す
れ
ば

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
下
に
降
り
て
滝
壺

開
発
し
か
な
い
、
経
費
と
し
て
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
10
億
円
、
滝
壺

開
発
に
数
億
円
と
多
額
の
費
用
が

か
か
る
が
、
し
か
し
第
２
弾
を
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
は
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
現
在
60
万
人
も
の
観
光

客
が
来
て
い
る
。
60
万
人
の
半
分

の
人
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
下
に
降
り

て
く
れ
た
ら
採
算
に
あ
う
の
は
な

い
か
。開
発
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
下
に
降
り
た
ら
対
岸
に
渡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
橋
か
ら

滝
ま
で
３
０
０
メ
ー
ト
ル
位
あ
る
。

道
路
も
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
来
る
人
の
半
分
降
り
て
く
れ

れ
ば
い
い
が
疑
問
に
思
って
い
る
。
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解
消
で
き
な
い
放
棄
地
、

原
因
を
、
ど
う
分
析
し
て
る
。

　
　
　
労
力
不
足
、
立
地
条
件
、

収
益
性
、
こ
の
３
点
が
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
現
実
的
に
復
元
は
困

難
だ
と
思
う
。

　
　
　
我
町
は
、
４
つ
の
大
学

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

充
実
し
た
学
生
食
堂
を
数
多
く

有
し
、
莫
大
な
食
材
を
消
費
し

て
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る
。
学
生
と
の
交
流
の
可

能
性
も
あ
り
、
食
材
供
給
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と

し
て
、
研
究
す
る
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値
あ
り
。

　
　
　
様
々
な
課
題
が
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る
と
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う
が
、
関
係
課
と
連
携
し
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が
ら
、
検
討
し
て
い
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た
い
。

　
　
　
都
市
部
に
住
む
人
達
と

の
交
流
の
手
段
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

　
　
　
手
法
と
し
て
、
観
光
農

園
が
考
え
ら
れ
る
が
、
多
額
の
財

源
が
必
要
で
あ
り
、
農
地
の
団
地

化
が
で
き
る
か
が
課
題
。
放
棄
地

が
点
在
し
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る
現
実
が
あ
る
。

　
　
　
点
在
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
団
地
化
も
せ
ず
、
投
資
も

せ
ず
交
流
人
口
を
増
や
す
可
能

性
は
あ
る
。

　
町
も
移
動
時
間
一
時
間
圏
内

の
福
岡
を
交
流
人
口
の
タ
ー
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ッ
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と
据
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い
る
。
退
職

し
た
方
々
、
子
育
中
の
家
庭
な

ど
は
、
小
面
積
の
畑
を
希
望
す

る
声
が
多
い
と
聞
く
。

　
土
地
所
有
者
に
も
、
町
観
光

に
も
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

　
　
　
地
方
創
生
の
中
で
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
担

当
課
に
指
示
を
し
て
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る
。

　
　
　
健
康
寿
命
、
高
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の
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が
い
に
活
用
も
含
め
、
プ

ロ
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ク
ト
組
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を
作
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べ
き
。

　
　
　
連
携
大
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に
つ
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て
は
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行
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、
交
流
人
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と
放
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を
結
ぶ
手
段
も
考
え
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れ
る
。

　
シ
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ム
と
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て
、
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＊連携大学の学食材料
＊六次産業定着のための、
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個
所
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ど
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通

じ
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パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
確
認
し
た
箇

所
は
、
土
砂
崩
が
10
箇
所
、
水
害

関
係
が
３
箇
所
、
戸
数
に
つい
て
は

25
で
あ
る
。

　
　
　
災
害
時
の
避
難
場
所
は

適
当
で
安
全
か
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避
難
場
所
は
24
ヵ
所
あ
り

す
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公
共
施
設
で
、
学
校
に
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て
は
耐
震
化
が
済
ん
で
い
る
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各
地
区
の
公
民
館
は
老
朽
化
が

進
ん
で
、
１
０
０
％
安
全
と
は
言

い
切
れ
な
い
。

佐
藤
　
避
難
場
所
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安
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、
安

心
の
た
め
に
、
太
陽
光
発
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と
蓄

電
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設
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た
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う
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。
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。
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ツ
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。
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半
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ラ
ン
ド
の
野
球
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球
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半

額
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。
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。
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。
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。
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平
成
23
年
10
月
か
ら

２
年
間
、
行
政
区
担
当
職
員
２
名

を
限
界
集
落
等
に
配
置
を
し
た

が
、
結
果
と
結
果
に
基
づ
く
今
後

の
対
策
と
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を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
23
年
10
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
ま
で
、
限
界
集
落
、

準
限
界
集
落
に
職
員
２
名
体
制
で

28
行
政
区
に
配
置
し
た
。
業
務
内

容
は
行
政
情
報
の
提
供
と
行
政
区

内
の
実
態
把
握
、
配
置
の
条
件
は

役
務
の
提
供
は
し
な
い
。
行
政
区

か
ら
は
役
務
の
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、
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も
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政
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は
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て
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議
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、
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長
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に
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全
国
で
多
発
す
る
凶
悪

な
犯
罪
。
事
件
解
決
に
防
犯
カ

メ
ラ
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
町
内
の
設
置
状
況
と
、

今
後
の
増
設
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
民
間
の
設
置
台
数
は
不

明
だ
が
、
役
場
周
辺
と
東
飯
田

地
区
の
計
７
台
と
、
国
道
県
道

の
７
か
所
で
あ
る
。
犯
罪
捜
査

の
効
果
は
理
解
す
る
が
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
問
題
な
ど
を

考
え
る
と
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル

組
織
な
ど
の
育
成
に
力
を
入
れ

た
い
。

　
　
　
高
齢
化
が
進
み
、
お
年

寄
り
の
行
方
不
明
や
、
相
次
ぐ

不
審
火
に
よ
る
住
宅
の
全
焼
事

件
も
未
解
決
で
あ
り
、
町
外
か

ら
の
人
の
出
入
の
多
い
町
の
状

況
を
考
え
れ
ば
24
時
間
中
見
守

り
可
能
な
、
防
犯
に
強
い
町
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
な
る

の
で
は
。

　
警
察
も
積
極
的
な
取
り
組
み

を
望
ん
で
お
り
、
効
果
的
な
場

所
を
協
議
し
て
設
置
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
。

　
　
　
抑
止
力
に
は
な
る
と
思

う
が
、
地
元
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
１
基
２
百
万
円
の
事
業
な

の
で
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

計
画
的
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
警
察
の
話
に
よ
れ
ば
、

四
方
向
の
カ
メ
ラ
で
百
万
円
以

内
、
さ
ら
に
１
／
２
補
助
も
用

意
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
り
、

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
事
件
や
犯
罪
に
対
し
、
青

少
年
の
非
行
防
止
の
心
の
鍵
に

も
な
る
の
で
は
な
い
か
。
全
国

で
も
ず
ば
抜
け
て
高
い
大
分
県

警
の
カ
メ
ラ
の
解
像
技
術
と
１

／
２
補
助
、
一
個
人
を
監
視
す

る
も
の
で
は
な
く
、
犯
罪
の
抑

止
効
果
を
考
え
て
設
置
の
方
向

で
前
向
き
に
考
え
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
全
国
で
学
校
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
７
割
を
超
え

て
お
り
、
子
ど
も
を
守
る
視
点

か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
最
悪

の
事
態
を
考
慮
し
、
予
算
を
考

え
て
、
計
画
的
に
設
置
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
コ
ミ
バ
ス
、
路
線
バ

ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
営
に

対
す
る
、
今
後
の
町
の
考
え
を

聞
く
。

　
　
　
コ
ミ
バ
ス
、
路
線
バ
ス

の
運
行
だ
け
で
、
７
９
４
４
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
別
に
計

画
し
て
い
る
こ
ど
も
園
を
含
む

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
が
あ

り
、
３
年
目
の
来
年
か
ら
新
た

な
契
約
と
な
り
、
経
費
の
削
減

を
含
め
て
、
新
た
な
運
行
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
空
の
バ
ス
走
行
を
無
く
し

行
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、
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効
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っ
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を
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、
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し
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、
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町
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す
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い
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も
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に
運
行
す
る
方
法
も
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新たな運行方法を検討したい



　
　
　
　
平
成
23
年
10
月
か
ら

２
年
間
、
行
政
区
担
当
職
員
２
名

を
限
界
集
落
等
に
配
置
を
し
た

が
、
結
果
と
結
果
に
基
づ
く
今
後

の
対
策
と
行
政
区
の
再
編
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
23
年
10
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
ま
で
、
限
界
集
落
、

準
限
界
集
落
に
職
員
２
名
体
制
で

28
行
政
区
に
配
置
し
た
。
業
務
内

容
は
行
政
情
報
の
提
供
と
行
政
区

内
の
実
態
把
握
、
配
置
の
条
件
は

役
務
の
提
供
は
し
な
い
。
行
政
区

か
ら
は
役
務
の
提
供
が
主
眼
で
あ

り
、
町
が
思
って
い
た
よ
り
も
行
政

機
能
の
低
下
は
無
か
っ
た
。
再
編

に
つ
い
て
は
、
議
員
質
問
が
あ

り
、
区
長
理
事
会
に
提
案
を
し
た

が
、
区
長
か
ら
反
応
は
な
かっ
た
。

　
　
　
　
町
の
大
き
な
観
光
資

源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
飯
田
高
原
の

千
町
無
田
駅
伝
コ
ー
ス
の
ス
ポ
ー
ツ

観
光
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
実
業
団
や

高
校
生
が
多
く
訪
れ
て
い
る
。
町

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

ひ
と
つ
の
大
き
な
政
策
と
し
て
と

ら
え
県
、
町
の
観
光
協
会
と
議
論

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
千
町
無
田
駅
伝
コ
ー
ス

の
内
に
町
道
旭
開
拓
年
の
神
線
が

あ
る
、
こ
の
町
道
は
地
区
の
生
活

道
路
で
も
あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン
、
駅
伝

の
練
習
コ
ー
ス
で
も
あ
る
。
一
部
に

幅
員
が
狭
い
箇
所
が
あ
る
改
善
で

き
な
い
か

　
　
　
町
道
の
一
部
に
幅
員
が
狭

い
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
道
路
は
重

要
な
マ
ラ
ソ
ン
、
駅
伝
の
実
業
団
や

高
校
生
の
練
習
コ
ー
ス
で
あ
る
。

改
良
に
は
、
い
ろ
ん
な
手
続
き
が

必
要
に
な
る
が
、
計
画
を
立
て
て

取
り
組
む
。

◆行政区の再編（高齢化）の取組みは大
津
留

　敏
加

ス
ポ
ー
ツ
観
光

千
町
無
田
駅
伝
コ
ー
ス

駅
伝
コ
ー
ス
の

一
部
道
路
拡
幅
は

行
政
区
担
当
職
員
制

の
総
括
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

状
況
と
今
後
の
計
画
は

弱
者
の
見
守
り

犯
罪
の
抑
止
に
も

町
の
総
合
交
通
体
系

の
見
直
し
は

デ
マ
ン
ド
方
式
の

バ
ス
運
行
方
法
は

考
え
ら
れ
な
い
か

大
津
留

大
津
留

大
津
留

町
長

町
長

町
長

九州選抜高校駅伝大会

◆駅伝コース内の町道拡幅は

幅員の狭い周回コース

１．行政区数は、下旦７（シルバーランドメルヘン）、桐木５（亀鶴苑）が含まれる
２．限界集落とは、65歳以上の人が人口の50％以上を占めている行政区をいう
３．高齢化率とは、65歳以上の人が総人口に占める割合をいう   

地区別高齢化状況
（平成27年3月31日現在）

地区名 東飯田 野上 飯田 南山田 合計

行 政 区

人　　口

人口比率

65歳以上

高齢化率

限界集落

数

人

％

人

％

数

35

2,714

26.6

979

36.1

2

36

2,371

23.3

903

38.1

5

29

1,933

19.0

758

39.2

7

40

3,166

31.1

1,257

39.7

5

140

10,148

100

3,897

38.3

19

地域からの要望はなかった

計画的に取り組む

13 12

　
　
　
全
国
で
多
発
す
る
凶
悪

な
犯
罪
。
事
件
解
決
に
防
犯
カ

メ
ラ
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
町
内
の
設
置
状
況
と
、

今
後
の
増
設
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
民
間
の
設
置
台
数
は
不

明
だ
が
、
役
場
周
辺
と
東
飯
田

地
区
の
計
７
台
と
、
国
道
県
道

の
７
か
所
で
あ
る
。
犯
罪
捜
査

の
効
果
は
理
解
す
る
が
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
問
題
な
ど
を

考
え
る
と
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル

組
織
な
ど
の
育
成
に
力
を
入
れ

た
い
。

　
　
　
高
齢
化
が
進
み
、
お
年

寄
り
の
行
方
不
明
や
、
相
次
ぐ

不
審
火
に
よ
る
住
宅
の
全
焼
事

件
も
未
解
決
で
あ
り
、
町
外
か

ら
の
人
の
出
入
の
多
い
町
の
状

況
を
考
え
れ
ば
24
時
間
中
見
守

り
可
能
な
、
防
犯
に
強
い
町
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
な
る

の
で
は
。

　
警
察
も
積
極
的
な
取
り
組
み

を
望
ん
で
お
り
、
効
果
的
な
場

所
を
協
議
し
て
設
置
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
。

　
　
　
抑
止
力
に
は
な
る
と
思

う
が
、
地
元
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
１
基
２
百
万
円
の
事
業
な

の
で
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

計
画
的
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
警
察
の
話
に
よ
れ
ば
、

四
方
向
の
カ
メ
ラ
で
百
万
円
以

内
、
さ
ら
に
１
／
２
補
助
も
用

意
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
り
、

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
事
件
や
犯
罪
に
対
し
、
青

少
年
の
非
行
防
止
の
心
の
鍵
に

も
な
る
の
で
は
な
い
か
。
全
国

で
も
ず
ば
抜
け
て
高
い
大
分
県

警
の
カ
メ
ラ
の
解
像
技
術
と
１

／
２
補
助
、
一
個
人
を
監
視
す

る
も
の
で
は
な
く
、
犯
罪
の
抑

止
効
果
を
考
え
て
設
置
の
方
向

で
前
向
き
に
考
え
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
全
国
で
学
校
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
７
割
を
超
え

て
お
り
、
子
ど
も
を
守
る
視
点

か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
最
悪

の
事
態
を
考
慮
し
、
予
算
を
考

え
て
、
計
画
的
に
設
置
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
コ
ミ
バ
ス
、
路
線
バ

ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
営
に

対
す
る
、
今
後
の
町
の
考
え
を

聞
く
。

　
　
　
コ
ミ
バ
ス
、
路
線
バ
ス

の
運
行
だ
け
で
、
７
９
４
４
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
別
に
計

画
し
て
い
る
こ
ど
も
園
を
含
む

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
が
あ

り
、
３
年
目
の
来
年
か
ら
新
た

な
契
約
と
な
り
、
経
費
の
削
減

を
含
め
て
、
新
た
な
運
行
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
空
の
バ
ス
走
行
を
無
く
し

行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行
く
バ
ス
、
電

話
や
フ
ァッ
ク
ス
な
ど
で
予
約
で
き

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
町
村
も
あ
る
。
町
民
の
声

を
聴
き
、
最
善
の
方
法
を
尽
く

し
て
経
費
節
減
、
町
民
も
町
も

す
べ
て
良
い
方
法
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
　
　
デ
マ
ン
ド
運
行
も
考
え

た
上
で
コ
ミ
バ
ス
を
選
択
し
て

き
た
が
、
利
用
客
が
少
な
く
、

今
後
は
運
転
手
の
空
き
時
間
を

使
い
予
約
を
取
っ
て
必
要
な
時

に
運
行
す
る
方
法
も
考
え
た

い
。

藤
原

藤
原

藤
原

町
長

町
長

藤
原

藤
原

町
長

教
育
長

町
長

藤
原

　三
治

待機中のバス

町で設置している防犯カメラ

◆防犯カメラで町民の安全を

◆町の総合交通体系の計画は
財政状況を見ながら行いたい

新たな運行方法を検討したい
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こ
れ
か
ら
の
九
重
町「
小
さ
く

て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
」た
め
の

突
破
口
と
な
る
か

国
や
県
が
ど
う
言
お
う
と
も

九
重
町
は
小
学
校
を
地
区
に

残
す
と
い
う
よ
う
な
姿
勢
を

　
　
　「
町
100
％
出
資
会
社
」
と

は
。

　
　
　
町
が
100
％
出
資
す
る
こ

と
で
、
町
の
意
向
を
十
分
に
反

映
さ
せ
な
が
ら
運
営
す
る
株
式

会
社
と
考
え
て
い
る
。

　
泉
水
キ
ャ
ン
プ
場
や
文
化
セ

ン
タ
ー
、
吊
り
橋
な
ど
の
管
理

運
営
を
委
託
し
、
新
た
な
雇

用
、
安
定
雇
用
の
場
を
確
保
し

た
い
。

　
　
　
雇
用
や
観
光
・
農
林
業

等
の
町
づ
く
り
に
お
け
る
課
題

を
解
決
す
る
突
破
口
に

な
る
か
。

　
　
　
将
来
的
に
は
農

業
な
ど
色
ん
な
取
り
組

み
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
役
場
で
は
で

き
な
い
地
元
優
先
の
雇

用
や
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ま
の
了
解
が
得
ら

れ
れ
ば
、
早
期
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
役
場
と
対
等
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
会
社
で

は
、
人
材
確
保
が
重
要
。
天
下

り
等
、
一
切
な
く
全
く
役
場
と

違
う
発
想
で
経
営
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
課
題
と
覚
悟
は
。

　
　
　
外
部
の
人
材
を
活
用
し

な
が
ら
目
指
し
て
い
き
た
い
。

大
変
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
命
運
を
か
け
て
の
取
り

組
み
、
今
か
ら
住
民
と
丁
寧
に

話
し
合
う
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
　
　
総
合
戦
略
の
説
明
会
を

各
４
地
区
回
る
が
、
こ
の
問
題

に
限
っ
て
再
度
説
明
に
あ
が
る

の
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。

　
　
　
地
方
創
生
、
九
重
町
と

し
て
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
　
町
と
し
て
は
も
う
10
年

も
前
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
。

第
４
次
総
合
計
画
の
中
間
評
価

を
28
年
度
末
〜
29
年
度
当
初
で

行
い
、
町
と
し
て
は
、
今
住
ん

で
い
る
人
た
ち
の
幸
福
感
を
満

た
し
て
い
く
こ
と
が
最
重
大
責

務
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　「
こ
こ
の
え
学
園
構
想
」

の
意
図
は
。
第
２
次
学
校
再
編

整
備
計
画
に
基
づ
く
か
。

　
　
　
　
中
学
校
は
既
に
１
校

な
の
で
、
小
学
校
は
統
廃
合
に

関
し
て
再
編
計
画
に
基
づ
く
。

と
り
あ
え
ず
６
校
だ
が
、
将
来

各
地
区
１
校
。
１
学
級
30
人
を

め
ざ
す
九
重
町
の
適
正
規
模
を

軸
に
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
15
歳
ま
で

を
つ
な
ぐ
切
れ
目
の
な
い
教
育

課
程
編
成
を
提
起
し
て
い
る
。

　
　
　
国
や
県
の
提
起
す
る「
適

正
規
模
」
で
は
な
く
、
九
重
町

独
自
の
小
規
模
で
今
後
ど
う
す

る
か
、
と
り
あ
え
ず
で
は
な
い

計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
様
々
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
こ
の
学
園
構

想
が
必
要
と
設
定
し
、
現
場
に

も
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
　
　
町
内
の
女
性
に
町
外
の

男
性
を
募
集
す
る
、
女
性
中
心

の
企
画
も
や
っ
て
み
て
は
。

　
　
　
提
案
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ま
た
九
重
町
だ
け
じ
ゃ
な

く
玖
珠
郡
と
い
う
広
い
視
野
で

婚
活
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

増
田

増
田

増
田

増
田

町
長

町
長

町
長

町
長

増
田

増
田

増
田

増
田

町
長

教
育
長

教
育
長婚

活
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

町
長

増
田
　
裕
子

◆町100％出資会社、決意は
大きな取り組み、早期に

◆「ここのえ学園構想」、小学校統廃合でなく
とりあえず現状維持で連携を

◆婚活―九重女子に町外の男性を募集したら
色んな取り組みを検討

　
こ
こ
数
年
観
光
業
で
働
く
中
で
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
と
接
す
る
こ
と

が
増
え
ま
し
た
。
旅
行
好
き
の
私

は
、
自
分
の
足
で
世
界
を
歩
く
こ
と

で
、
受
け
入
れ
る
立
場
だ
け
で
な

く
、
旅
人
の
気
持
に
な
っ
て
接
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
紅
葉
、
そ
し
て

冬
景
色
等
、
普
段
生
活
し
て
い
る
中

で
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
移
り
変
わ

る
四
季
の
光
景
は
、
外
国
人
観
光
客

に
と
っ
て
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い

す
ば
ら
し
い
景
色
に
見
え
て
い
る
で

し
ょ
う
。
東
南
ア
ジ
ア
の
人
か
ら
す
れ

ば
、
九
重
ス
キ
ー
場
は
も
っ
と
も
近
い

雪
を
体
験
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
紅

葉
を
見
れ
る
の
も
気
温
差
の
大
き
い

九
重
町
な
ら
で
は
で
す
。

　
九
重
町
で
は
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
整
備

等
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
一
時
の
ブ
ー
ム
で
終
ら
せ
ず
、
一

度
来
た
人
が
又
来
た
く
な
る
よ
う
な

町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
最
初
は
ツ
ア
ー
で
来
た
人
も
二
度

目
三
度
目
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
公
共
交

通
機
関
を
使
っ
て
家
族
や
仲
間
と
来

る
も
の
で
す
。
私
の
提
案
と
し
て
は
、

今
九
重
町
独
自
で
や
っ
て
い
る
周
遊
観

光
バ
ス
を
湯
布
院
や
久
住
等
と
協
力

し
て
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
に

す
る
こ
と
で
す
。

　
観
光
地
や
幹
線
道
路
沿
い
の
飲
食

店
で
外
国
語
の
メ
ニュ
ー
が
あ
る
所
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
対
応
が
で
き
る
所
等
、
外

国
人
旅
行
者
が
必
要
と
す
る
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
日
本
語
の
読
め

な
い
外
国
人
も
安
心
し
て
旅
行
で
き

る
環
境
を
整
え
れ
ば
、
地
域
の
振
興

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

九
重
町
の
魅
力
を
ア
ジ
ア
へ

東
飯
田 

下
旦
釣

井
上

　陽
昌
さ
ん

よ
う 

す
け

わたしのひとこと

　
年
齢
も
環
境
も
違
う
者
達

が
、
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て

コ
ー
ト
に
立
つ
。
は
い
つ
く
ば
っ
て

レ
シ
ー
ブ
し
た
ボ
ー
ル
を
、
ト
ス

ヘ
、
ア
タ
ッ
ク
へ
と
、
繁
い
で
い
き
、

相
手
コ
ー
ト
に
落
ち
た
時
の
喜

び
、
仲
間
を
感
じ
る
瞬
間
が
、

た
ま
ら
な
い
!!
今
迄
ど
れ
だ
け

の
仲
間
に
出
会
い
、
支
え
合
って

来
た
事
だ
ろ
う
。
チ
ー
ム
で
挑

む
勝
負
、
一
人
で
戦
い
抜
く
勝

負
、
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
ス
ポ
ー

ツ
最
高
。
そ
の
後
の
ビ
ー
ル
が
ま

た
、
た
ま
ら
な
い
。（
笑
）

　
８
月
初
旬
、
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
た
、
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

の
大
会
に
、
県
代
表
で
参
加
し
ま
し

た
。
私
達
に
と
っ
て
は
、
悲
願
の
出

場
で
し
た
。
宮
城
は
、
ま
だ
ま
だ
、

さ
ら
地
や
仮
設
住
宅
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
宮
城
の
ママ
さ
ん
達
は
と

て
も
元
気
に
、
私
達
を
歓
迎
し
て
く

れ
ま
し
た
。
年
齢
と
供
に
体
力
は
衰

え
る
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
バ
レ
ー
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
会
出
場
の
際
は
、

多
く
の
方
々
の
御
支
援
、
御
協
力
に
、

チ
ー
ム
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
山
田 

串
野
下

楳
木

　恵
美
さ
ん

仲
間
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

地域一帯となった淮園小学校の運動会

活力ある野矢小学校の児童会

大分県大会で優勝したママさんバレー
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分
の
足
で
世
界
を
歩
く
こ
と

で
、
受
け
入
れ
る
立
場
だ
け
で
な

く
、
旅
人
の
気
持
に
な
っ
て
接
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
紅
葉
、
そ
し
て

冬
景
色
等
、
普
段
生
活
し
て
い
る
中

で
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
移
り
変
わ

る
四
季
の
光
景
は
、
外
国
人
観
光
客

に
と
っ
て
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い

す
ば
ら
し
い
景
色
に
見
え
て
い
る
で

し
ょ
う
。
東
南
ア
ジ
ア
の
人
か
ら
す
れ

ば
、
九
重
ス
キ
ー
場
は
も
っ
と
も
近
い

雪
を
体
験
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
紅

葉
を
見
れ
る
の
も
気
温
差
の
大
き
い

九
重
町
な
ら
で
は
で
す
。

　
九
重
町
で
は
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
整
備

等
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
一
時
の
ブ
ー
ム
で
終
ら
せ
ず
、
一

度
来
た
人
が
又
来
た
く
な
る
よ
う
な

町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
最
初
は
ツ
ア
ー
で
来
た
人
も
二
度

目
三
度
目
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
公
共
交

通
機
関
を
使
っ
て
家
族
や
仲
間
と
来

る
も
の
で
す
。
私
の
提
案
と
し
て
は
、

今
九
重
町
独
自
で
や
っ
て
い
る
周
遊
観

光
バ
ス
を
湯
布
院
や
久
住
等
と
協
力

し
て
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
に

す
る
こ
と
で
す
。

　
観
光
地
や
幹
線
道
路
沿
い
の
飲
食

店
で
外
国
語
の
メ
ニュ
ー
が
あ
る
所
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
対
応
が
で
き
る
所
等
、
外

国
人
旅
行
者
が
必
要
と
す
る
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
日
本
語
の
読
め

な
い
外
国
人
も
安
心
し
て
旅
行
で
き

る
環
境
を
整
え
れ
ば
、
地
域
の
振
興

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

九
重
町
の
魅
力
を
ア
ジ
ア
へ

東
飯
田 

下
旦
釣

井
上

　陽
昌
さ
ん

よ
う 

す
け

わたしのひとこと

　
年
齢
も
環
境
も
違
う
者
達

が
、
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て

コ
ー
ト
に
立
つ
。
は
い
つ
く
ば
っ
て

レ
シ
ー
ブ
し
た
ボ
ー
ル
を
、
ト
ス

ヘ
、
ア
タ
ッ
ク
へ
と
、
繁
い
で
い
き
、

相
手
コ
ー
ト
に
落
ち
た
時
の
喜

び
、
仲
間
を
感
じ
る
瞬
間
が
、

た
ま
ら
な
い
!!
今
迄
ど
れ
だ
け

の
仲
間
に
出
会
い
、
支
え
合
って

来
た
事
だ
ろ
う
。
チ
ー
ム
で
挑

む
勝
負
、
一
人
で
戦
い
抜
く
勝

負
、
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
ス
ポ
ー

ツ
最
高
。
そ
の
後
の
ビ
ー
ル
が
ま

た
、
た
ま
ら
な
い
。（
笑
）

　
８
月
初
旬
、
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
た
、
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

の
大
会
に
、
県
代
表
で
参
加
し
ま
し

た
。
私
達
に
と
っ
て
は
、
悲
願
の
出

場
で
し
た
。
宮
城
は
、
ま
だ
ま
だ
、

さ
ら
地
や
仮
設
住
宅
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
宮
城
の
ママ
さ
ん
達
は
と

て
も
元
気
に
、
私
達
を
歓
迎
し
て
く

れ
ま
し
た
。
年
齢
と
供
に
体
力
は
衰

え
る
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
バ
レ
ー
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
会
出
場
の
際
は
、

多
く
の
方
々
の
御
支
援
、
御
協
力
に
、

チ
ー
ム
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
山
田 

串
野
下

楳
木

　恵
美
さ
ん

仲
間
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

地域一帯となった淮園小学校の運動会

活力ある野矢小学校の児童会

大分県大会で優勝したママさんバレー



編
集
後
記

◆
今
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

が
、
地
方
創
生
の
「
地
方
版
総
合
戦

略
」（
２
０
１
９
年
ま
で
の
５
年
間

分
）
を
、
こ
の
10
月
末
ま
で
に
策
定

す
る
と
し
て
そ
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
本
町
で
は
、
総
合
戦
略
の

素
案
を
９
月
14
日
に
公
表
し
、
４
地

区
で
の
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
、
ま
た
、
産
・

官
・
学
・
金
の
有
識
者
に
よ
る
審
議

会
や
議
会
か
ら
の
意
見
・
提
言
を
反

映
し
た
総
合
戦
略
の
成
案
が
間
も
な

く
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
地
方
創
生
の
本
格
的
な

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　「
地
方
創
生
」
は
、
取
り
つ
き
に

く
い
言
葉
で
す
が
、
内
容
は
、
町
の

人
口
減
少
を
出
来
る
だ
け
ゆ
る
や
か

に
す
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を

し
、
併
せ
て
、
人
口
が
減
少
し
て
も

成
り
立
つ
町
、
町
民
が
安
心
し
て
豊

か
な
気
持
ち
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
里
子

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　
　
・
広
報
委
員
長
　
大
津
留
敏
加

　
　
・
副 

委 

員 

長
　
佐
藤
　
明
郎

　
　
・
委
　
　
　
員
　
井
上
　
里
子

　
　
・
委
　
　
　
員
　
小
川
　
克
巳

　
　
・
委
　
　
　
員
　
藤
原
　
三
治

　
　
・
委
　
　
　
員
　
有
𠮷
　
富
生

次回は12月です

傍聴へ
どうぞ

昭和30年４ヵ町村が合併し九重町となり新庁舎の前で記念撮影する職員

初代 武石邦雄 町長
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こ
こ
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議
会
だ
よ
り
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行

９
月
定
例
会

●
平
成
27年

度
 第
３
回
定
例
会

●
常
任
委
員
会
報
告

●
平
成
26年

度
各
種
会
計
決
算
を
認
定

●
九
重
町
ま
ち
、ひ
と
、し
ご
と
総
合
戦
略

　
提
言
書
を
提
出

●
一
　
般
　
質
　
問
　
 ５
名

●
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

P.2
P.4
P.6
P.8

P.10
P.15

東
飯
田
 下
旦
釣

南
山
田
 串
野
下
井
上
　
陽
昌
さ
ん

楳
木
　
恵
美
さ
ん

議会だよりについて
ご意見をお聞かせください。【議会事務局：76－3814】

県
体・議

員
ソ
フト
準
優
勝（
玖
珠
郡
）
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